
乱
寒
革
貰
董
嘗
-
-
漕
-
繁
る
轡
-
漆
等
/

次
感
憂
着
さ
ま
載
吋
卓
鼻
軌
冶
阜
拡
輔
車
る
条
例
9
j
部
敷
改
正
す
る
こ
と
把
つ
5
て
､
地
方
昏

冷
淡
頼
ー
唱
和
二
十
二
年
法
律
革
犬
や
怒
号
7

.

を

求

め

る

｡

L
昭
和
町
十
P
.
年
十
三
月
二
十
二
日

第
九
十
六
集
第
一
頚
の
観
象
に
上
身
､

･

･

　

　

　

.

/

T

I

T

,

覇

町

轟

　

　

墳

慧
竃
隻
等
醤
廿
毒
味
馨
可
決

由

　

ノ

滞

　

福

一
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三
顧
町
条
例
弟

l

　

･

　

　

　

T

r

一

　

　

　

　

●

三
胡
町
振
鼻
の
絵
巻
打
開
す
義
兵
桝
の
)
部
を
改
正
す
る
条
例
.

-

三
朝
町
敬
具
の
給
与
に
粛
す
る
集
約
{
嘱
望
】
十
<
奉
呈
新
町
条
例
空
言
.
五
暑
こ
　
の
一
部
を
次
の

･

よ
う
に
改
正
す
る
○
ー

弟
九
条
第
三
虜
や
r
二
千
二
者
円
)
を
r
H
千
四
昏
円
J
把
､
一
r
薦
官
用
3
奇
r
九
百
円
j
把
､
｢

千
四
百
円
｣
　
を
･
r
千
六
百
円
｣
　
に
改
.
め
る
｡

/

第
十
一
焦
点
二
娼
弟
]
号
中
r
二
千
<
百
円
)
を
r
四
千
円
｣
把
t
 
T
千
四
百
円
｣
t
 
T
T
l
千
円
L

旺
改
め
'
何
題
第
二
号
や
r
丸
首
円
｣
を
r
自
宅
辛
等
の
健
児
産
能
か
片
道
牛
車
せ
亨
-
ル
乗
溝
で

あ
る
鹿
島
好
あ
っ
て
結
千
円
､
そ
ゆ
髄
の
蟻
鼻
旺
あ
r
I
青
ば
や
塞
ぎ
串
3
腔
ヰ
鶴
野
轟
射
.
で
建
物
る
と

ち

＼

五
番
把
よ
労
連
車
が
不
便
で
洩
る
と
潜
め
ら
れ
る
磯
煮
-
筆
.
[
考
の
低
め
磯
農
の
与
も
､
軒
先
射
て
淀

め
る
漣
こ
ろ
に
よ
き
遼
卦
が
不
壊
で
あ
る
と
礎
番
容
れ
る
着
払
に
与
　
F
手
摺
晋
円
j
蕃
F
千
<
守
田
や
卜

●

に
故
P
t
.
伺
.
g
空
7
7
号
中
r
二
千
八
百
円
)
を
r
蛸
千
月
｣
に
､
r
千
g
百
円
)
を
r
二
千
円
)
,
忙
改

p
l
1
.
1
九
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,
ノ
私
見
瀕
蘇
藤
色
窮
慮
旺
渉
癖
卓
灘
方
盤
轟
農
溌
碧
等
八
森
華
芸
空
曹
に
掃
け
る
饗
由
に
鞍

J

･

r

l
,
畿
ふ
て
銀
漁
等
九
鬼
と
蕃
誓
そ
母
体
瀦
痢
樹
が
華
毒
に
遵
す
る
ま
で
誓
A
J
九
に
冶
耕
,
挟
ま

車
*
'
色
痛
撃
警
1
始
発
手
当
及
び
寒
冷
地
学
醤
珍
奇
推
考
れ
金
額
を
･
休
戦
対
敵
が
瀦
三
年
以
上

滴
三
年
に
遵
す
巻
ま
で
結
､
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
大
や
軒
支
給
す
る
こ
と
が
で
さ
る
･

劇
表
第
7
を
次
の
よ
う
に
攻
め
る
｡
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単
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与
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則

(
施
行
期
日
等
)

1

　

こ

の

条

例

は

､

公

布

の

日

か

ら

施

行

L

t

　

こ

の

条

例

に

よ

る

改

正

後

の

三

朝

町

職

員

の
給
与
把
関
す
る
条
例
.
(
以
下
　
｢
改
正
復
の
条
例
｣
　
と
い
う
｡
)
　
の
規
定
　
(
同
.
魚
鱗
第

二

十

四

条

･

東

二

項

及

び

別

表

第

7

　

の

競

走

を

除

-

.

)

　

は

'

昭

和

四

十

七

年

四

月

1

　

日

か

ら

適

用

す

る

｡

(
車
高
号
給
等
の
切
替
え
等
)

滋

　

昭

和

四

十

七

重

四

月

1

　

日

　

へ

■

以

下

r

切

替

日

｣

　

と

い

う

｡

)

　

の

前

日

に

お

い

て

職

務

.
の
等
故
の
最
高
の
号
給
又
.
は
最
高
か
号
給
を
と
え
る
給
束
月
報
を
受
け
る
職
員
の
切
替

日

に

お

嫁

る

号

給

又

は

給

料

月

額

及

び

t

J

れ

ら

を

受

注

る

期

蘭

に

通

算

さ

れ

る

こ

と

と

な

る

期

間

壮

>

.

町

克

則

で

定

め

る

0

　

､

(
切
替
耕
蘭
に
お
け
る
異
動
重
り
号
始
等
丁

8

　

切

替

日

か

ら

こ

の

条

例

の

施

行

の

日

の

前

日

ま

で

の

樹

.

(

以

下

丁

切

替

新

聞

｣

　

と

い

ぅ

｡

)

　

に

お

い

て

､

こ

の

条

例

に

よ

る

改

正

前

の

三

朝

町

磯

貞

の

給

与

に

関

す

る

条

例

ト

つ

.

1



(

以

下

｢

改

正

前

の

条

例

J

と

i

う

｡

)

由

規

定

は

上

P

t

新

た

に

給

料

表

の

適

用

を

受

け

る

こ

と

と

な

っ

た

俄

貞

及

び

そ

の

鳥

す

る

職

務

の

等

歓

又

は

そ

の

受

け

る

号

給

若

し

く

は

給

料

月

鶴

に

異

動

の

あ

っ

た

職

員

の

う

ち

町

長

の

定

め

る

職

鼻

の

改

正

後

の

条

例

の

規

定

に

よ

る

当

讃

適

用

又

は

異

動

の

日

に

お

け

る

号

給

又

は

給

料

月

.

額

及

び

こ

れ

ら

を

受

け

る

こ

と

と

な

る

期

潤

は

'

町

長

の

定

め

る

と

こ

ろ

に

上

る

｡

(
切
替
月
酎
の
異
動
者
の
号
給
等
の
謝
省
一

4

　

切

替

日

嗣

に

執

務

の

等

級

を

異

に

し

て

異

動

し

た

嘘

負

及

び

町

長

の

定

め

る

こ

れ

に

串

ず

る

職

員

の

切

替

日

に

お

け

る

号

給

又

は

給

料

月

癖

及

び

こ

れ

ら

を

受

け

る

こ

と

と

な

る

期

成

に

つ

い

て

は

､

そ

の

昔

が

切

替

日

に

ふ

い

て

威

務

の

等

級

を

呉

に

す

る

異

動

等

を

し

た

も

の

と

し

た

場

合

と

の

.

権

衡

上

必

要

と

戒

め

ら

れ

る

J

触

度

に

お

い

て

､

町

長

の

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

､

必

夢

な

封

盤

を

行

な

う

A

J

と

が

で

き

る

｡
■

(
旧
号
給
等
の
基
礎
)

L
E
)
　
酌
三
項
の
競
走
.
の
連
用
に
つ
　
い
て
は
､
改
正
前
の
条
例
の
規
定
の
適
用
に
よ
り
撤
兵

が

属

し

ノ

て

S

た

戯

務

の

等

級

及

び

そ

の

昔

が

受

け

て

い

た

号

給

又

は

給

料

月

故

は

､

向

r

_
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一

集

餌

及

び

こ

れ

に

基

づ

-

規

則

の

競

蒙

に

従

っ

て

定

め

ら

れ

た

も

の

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

○

(
給
与
の
内
払
)

6

　

改

正

歯

の

条

例

の

規

定

把

基

づ

　

い

て

朝

替

紺

浦

に

磯

貞

把

支

払

わ

れ

た

給

与

は

'

改

正

後

の

条

例

の

親

藷

に

よ

る

給

与

の

内

払

と

み

な

す

｡

(
町
規
則
へ
　
の
委
任
)

7

　

附

則

第

二

頃

か

ら

前

額

ま

で

に

定

め

る

も

の

の

ほ

か

'

こ

-

の

条

例

の

施

行

に

関

し

必

要

な

事

項

は

､

町

規

則

で

定

め

る

｡


